
 

PRP（多血小板血漿）療法について 

 

PRP（多血小板血漿）療法とは、患者様の血液中の“血小板”に含まれる 

成長因子等のタンパク質の作用を利用した再生療法です。 

 

血小板は傷ついた場所に集まって血を固める働きがあり、その際に多量の成長因子を放出します。 

この成長因子により組織の修復を早めたり、治りにくい組織の修復力を高めます。 

 

第 2 種「関節（変形性関節症）」に対する PRP 療法 

変形性関節症は、関節内の骨の末端部にある軟骨の異常（摩耗や損傷）により 

痛みや腫れ、炎症がおこります。病気が進行すると関節内のいろいろな組織に 

影響して関節の変形を引き起こします。PRP 療法には、こうした痛みや腫れの 

軽減や組織の修復を促したり、関節の炎症を抑制したりする効果があります。 

 

第３種「筋肉・腱・靭帯」に対する PRP 療法 

海外で 2000 年頃からサッカー選手やメジャーリーガー、プロゴルファー等のスポーツ選手のケガの治療のため

に行われようになりました。その後プロアマ問わずスポーツ選手に対して実施されていますが、日本人メジャー

リーガーが受けたことで日本でも多くの人が知るところとなりました。 

 

まだ新しい先進医療のため保険診療としては認められていませんが、一般的な保存療法で改善しなかった痛みや

こわばりの改善が期待され、使用する血液はご自身の血液で採血量も少量で済むため安全性が高く体に負担の少

ない治療法です 

 

 

PRP 治療の流れ 

 

① 末梢血の採血 

患者様の前腕から血液 15ml を採取します。 

（通常の献血量である 200ml～400ml に比べずっと少ない採血量です。） 

 

 

 

② PRP 作製 

採取した血液を、遠心分離器で遠心し PRP を作製します。 

 

 

③ PRP 注射 

患部に PRP を注射します。 

 

 

 



治療回数    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 クール 3 回投与（4 週間隔） 

※別途 PRP 接種前の診察や経過確認のための診察・検査が必要となります。 

 

治療費用 

PRP 注射 1 回（１部位） ￥40,000（消費税別） 

※PRP 注射は健康保険適応外です。 

※PRP 接種前の診察や経過確認のための診察・検査費用は別途必要です（保険適応） 

 

対象となる症状 

部位 病 名 改善内容 対象となる方 

関節 変形性関節症  

 

痛みや炎症

の改善 

・他の治療方法を用いても 

 改善がみられない方 

・さまざまな事情により手術を 

 受けることができない方 

・手術を望まない方 

・手術に踏み切れない方 

 

筋 

腱 

靭帯 

・上腕骨外側上顆炎（テニス肘） 

・アキレス腱炎、筋損傷（肉離れ） 

・足底腱膜炎 

・肘・膝・足関節靭帯損傷 

・上腕骨内側上顆炎（ゴルフ肘） 

・膝蓋腱炎（ジャンパー膝） 

 

本治療の対象者について 

本治療の対象となるのは、以下の基準を満たす患者様です。 

1. 外来通院が可能な方 

2. 本治療について文書による同意をされた方（未成年の場合は代諾者の同意が必要です。） 

3. 全身的な健康状態が良好である方 

 

また、次の各項目に１つでも当てはまる場合は治療を受けていただくことができませんのでご了承ください。 

1. 抗凝固剤の使用中の方 

2. 血小板減少症等出血性素因がある方 

3. 貧血の方 

4. 重篤な感染症 

5. 易感染性宿主（糖尿病・免疫不全・慢性腎不全・肝硬変の方） 

 

お問い合わせ  TEL 011-351-2213  休診日を除く 9：00～16：00 

本治療についてわからない事や、さらに詳しく知りたい情報などはお気軽にお問い合わせください 
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